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原　著

モーツァルトの《声楽のためのソルフェージュ Solfeggien für eine 
Singstimme K.393（385b）》とオペラ《ドン・ジョヴァンニ Don 
Giovanni K.527》のドンナ・エルヴィラのアリア「あの恩知らずの
人は私を裏切った Mi tradì quell'alma ingrata K.540c」　　　　　

＊　   西南女学院大学保健福祉学部福祉学科

金谷　めぐみ＊

＜要　旨＞
　モーツァルト（Wolfgang Amadeus Mozart, 1756-1791）の《声楽のためのソルフェージュ Solfeggien für 
eine Singstimme K.393（385b）》（以下、《ソルフェージュ》）の全５曲（Solfeggio 1, -2, -3, -Fragment, および
Esercizio per il canto）の読譜、歌唱、録音（CD の作成）を行った。ドンナ・エルヴィラ（《ドン・ジョヴァ
ンニ K.527》）のアリアを読譜し、そのオペラの演奏を録音した CD の聴取を行った。
　《ソルフェージュ》の旋律とアリアの旋律との関係、すなわち、《ソルフェージュ》の旋律が、エルヴィラの
アリアの中にどのように存在するかを検討した。
　「ソルフェージュ３」と共通する旋律をエルヴィラのアリア「あの恩知らずの人は私を裏切った Mi tradì 
quell’alma ingrata K.540c」に見出した。このアリアはオペラ《罰せられた放蕩者またはドン・ジョヴァンニ
Il dissoluto punito, ossia Il Don Giovanni K.527》のウィーン初演の際に、モーツァルトが歌手カヴァリエー
リ（Caterina Cavalieri, 1755-1801）のために新しく追加した曲であった。
　「ソルフェージュ３」と一致した旋律は、アリアの中で動機として反復され、各所に変奏された旋律として存
在していた。

キーワード：ソルフェージュ、アリア、ドンナ・エルヴィラ、モーツァルト

１．はじめに

　モーツァルト（Wolfgang Amadeus Mozart, 1756-
1791）の《声楽のためのソルフェージュ Solfeggien für 
eine Singstimme K.393（385b）》（以下、《ソルフェー
ジュ》）は、5 曲が収集されている１）。ユニヴァーサ
ル社から出版された楽譜『ソルフェージュと声楽練習
Solfeggien und Gesangsübungen K.-V.393』２）には

「ソルフェージュ 1  Solfeggio 1」、「ソルフェージュ 2  
Solfeggio 2」、「ソルフェージュ 3  Solfeggio 3」、「ソル
フェージュ - 断片 Solfeggio-Fragment」、「声楽練習 
Esercizio per il canto」が収められている。この楽譜
の序文を書いたスワロフスキー（Hans Swarowsky, 

1899-1975）３）は、「このソルフェージュは、コンスタン
ツェ（《後宮からの逃走 K.384》）、コンテッサ（《フィ
ガロの結婚 K.492》）、アンナおよびエルヴィラ（《ド
ン・ジョヴァンニ K.527》）、フィオルディリージおよ
びドラベッラ（《コシ・ファン・トゥッテ K.588》）、夜
の女王（《魔笛 K.620》）を歌うのに必要なテクニック
をすべて含んでいる」と記している。
　筆者は、これまで《ソルフェージュ》全曲の読譜と
歌唱を行い、《ソルフェージュ》の作曲と出版の経緯、
他の声楽曲との関係について総説を報告した４）。次い
で、《ソルフェージュ》以前に作曲されたモーツァルト
のオペラアリアのなかで、オペラ《ルーチォ・シッラ 
K.135》のジェーニアのアリア「ああ、いとしい人の
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怖ろしい危険を思うと Ah, se il crudel periglio」の旋
律に《ソルフェージュ》の「断片 Fragment」の旋律
が使われていることを報告した５）。続いて、「ソルフェー
ジュ１」とコンスタンツェ（《後宮からの逃走 K.384》）
のアリア「たとえどんな苦難が Martern aller Arten」
のコロラトゥーラの関係と声楽上の意義について考察
した６）。
　これまで筆者は《ソルフェージュ》とモーツァルト
のオペラの登場人物のアリアの旋律の関係について継
続的に研究を行ってきたが、本稿では、《ソルフェー
ジュ》の「ソルフェージュ３」とドンナ・エルヴィラ

（《ドン・ジョヴァンニ K.527》）のアリア「あの恩知
らずの人は私を裏切った Mi tradì quell’alma ingrata 
K.540c」に共通する旋律を見出したので、この旋律に
ついて報告する。

２．研究の対象

　本研究には、ユニヴァーサル社の楽譜『ソルフェー
ジュと声楽練習 Solfeggien und Gesangsübungen 
K.-V.393』２）およびオペラ『罰せられた放蕩者また
は ド ン・ジョヴァンニ Il dissoluto punito, ossia Il 
Don Giovanni K.527』（以下≪ドン・ジョヴァンニ）
からドンナ・エルヴィラの第１幕のアリア、 第３曲「あ
あ、一体、誰なら教えてくれるの Ah chi mi dici mai」
および第８曲「ああ、あの裏切り者から逃れなさい 
Ah fuggi il traditor」、 第２幕のアリア第 21b 曲「あ
の恩知らずの人は私を裏切った Mi tradì quell’alma 
ingrata K.450c」の３曲の楽譜（ヴォーカルスコア）７）

と CD８）に録音されたそれらの楽曲を研究の対象とし
た。

３．研究の方法

　モーツァルトの『ソルフェージュ』２）を読譜および
演奏し、オペラ≪ドン・ジョヴァンニ≫からドンナ・
エルヴィラの第１幕のアリア第３曲「ああ、一体、誰
なら教えてくれるの Ah chi mi dici mai」および第
８曲「ああ、あの裏切り者から逃れなさい Ah fuggi 
il traditor」、第 2 幕のアリア第 21b 曲「あの恩知ら
ずの人は私を裏切った Mi tradì quell’alma ingrata 
K.450c」を読譜し７）、そのオペラの演奏を録音した
CD ８）の聴取を行った。《ソルフェージュ》の旋律とア

リアの旋律との関係、すなわち、《ソルフェージュ》の
旋律が、エルヴィラのアリアの中にどのように存在す
るかを調査検討した。

４．結果

　モーツァルトの《ソルフェージュ》とドンナ・エル
ヴィラのアリアの読譜７）とその演奏を録音した CD ８）

の聴取を行い、《ソルフェージュ》とエルヴィラのア
リアの旋律を比較し、検討した。その結果、モーツァ
ルトの《ソルフェージュ》の「ソルフェージュ３」の
中にドンナ・エルヴィラの第 21b 曲のアリア「あの
恩知らずの人は私を裏切った Mi tradì quell’alma 
ingrata」と一致する旋律を見出した。
　エルヴィラの第１幕のアリア、第３曲「ああ、一体、
誰なら教えてくれるの Ah chi mi dici mai」および第
８曲「ああ、あの裏切り者から逃れなさい Ah fuggi il 
traditor」は、《ドン・ジョヴァンニ》のプラハ初演（1787）
でエルヴィラ役を演じた歌手カテリーナ・ミチェッリ

（Caterina Micelli, 生没年不詳 . 1780-90 に活動）が創
唱した際に作曲された。一方、第 21b 曲アリア「あ
の恩知らずの人は私を裏切った Mi tradì quell’alma 
ingrata K.540c」は、ウィーン初演（1788）で、エルヴィ
ラ役を歌ったカヴァリエーリ（Caterina Cavalieri, 
1755-1801）のために、モーツァルトが新たに作曲し、
第２幕の第 10 場と 11 場の間に挿入したレチタティー
ヴォ付きのアリアであった９）。この曲は《ドン・ジョ
ヴァンニ》の楽譜７）の末尾に追加曲として収められて
おり、このアリアの 37 小節と《ソルフェージュ》の「ソ
ルフェージュ３」の 18 小節が同じ旋律であることが
見出された（楽譜１）。
　「ソルフェージュ３」とアリアに一致する旋律は、そ
れぞれの曲の中で両者とも同じ音形で反復されていた

（楽譜２）。
　一致する旋律は、アリアの中で動機として用いられ、
各所に変奏された旋律として存在していた（楽譜３）。
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５．考察

　《ソルフェージュ》との関係が見出だされたオペ
ラ《ドン・ジョヴァンニ》は、モーツァルトと台本
作家ダ・ポンテ（Lorenzo Da Ponte, 1749-1838）と
の共作による第２作である。前作のオペラ《フィガロ
の結婚 K.492》（1786）がプラハで大成功したことで、
モーツァルトは、プラハの劇場監督ボンディーニか
ら、ウィーン皇帝の姪、大公女マリーア・テレージア

（Maria Theresia, 1717-1780）が婚約者ザクセンの公
子のもとへ行く旅の途中、プラハに滞在する記念とし
て祝典オペラの作曲を依頼された。そこで《フィガロ

の結婚》の台本を手掛けた作家ダ・ポンテと再びコン
ビを組み、1787 年の 4 月に台本を受け取り、5 月には
作曲に取り掛かった９），10）。
　新作オペラの初演は 10 月 14 日に予定された。モー
ツァルトはオペラの大部分を仕上げて、10 月 1 日に妻
のコンスタンツェ（Constanze Mozart, 1762-1842）
とともにウィーンを発ち、10 月 4 日にプラハに到着し
た。しかし、新作オペラのための練習は進んでおらず、
結局、上演に間に合わなかったため、代わりに前作の

《フィガロの結婚》がモーツァルト自身の指揮によって
上演され、大公女は新作オペラを観ることなしに当地
を去った。新作オペラ《ドン・ジョヴァンニ》は 1787

楽譜１　「ソルフェージュ３」とエルヴィラのアリアに一致する旋律
上段：　「ソルフェージュ３」2）18 小節
下段：　エルヴィラのアリア

「あの恩知らずの人は私を裏切った Mi tradì quell’alma ingrata K.540c」7）37 小節

楽譜３　エルヴィラのアリア
「あの恩知らずの人は私を裏切った Mi tradì quell’alma ingrata K.540c」7）107-111 小節

楽譜２　「ソルフェージュ３」とエルヴィラのアリアに一致する旋律の反復
上段：「ソルフェージュ３」2）35-36 小節
下段：エルヴィラのアリア

「あの恩知らずの人は私を裏切った Mi tradì quell’alma ingrata K.540c」7）68-69 小節
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年 10 月 29 日にプラハ国民劇場（現スタヴォフスケー
劇場）で初演され、《フィガロの結婚》を上回るほどの
大成功を収めた。この成功はウィーンの新聞『地方通
信』（プラハ劇場ニュース）にも報じられ、同年 12 月、
モーツァルトは、皇帝ヨーゼフⅡ世（Joseph II., 在位：
1765-1790）からグルック（Christoph Willibald von 
Gluck, 1714-1787）の後継者としてウィーン《皇王室
宮廷音楽家》の称号が与えられ、ブルク劇場で《ドン・
ジョヴァンニ》の上演を命じられた９），10）。
　プラハ初演の翌年、1788 年 5 月 7 日にウィーンで

《ドン・ジョヴァンニ》は初演された。このときモー
ツァルトとダ・ポンテは、ウィーン初演用に台本を改
作し、ウィーンの歌手の高い技量と要望に合わせて、
アリアと重唱曲を追加した。このウィーン版で新たに
書き加えられた曲のひとつが、エルヴィラの第 21b 曲
のアリア「あの恩知らずの人は私を裏切った Mi tradì 
quell’alma ingrata K.540c」であった 11）。このアリア
は、モーツァルトがプラハ初演でエルヴィラ役を創唱
した歌手カテリーナ・ミチェッリに書いた短いアリア、
第１幕の第３曲「ああ、一体、誰なら教えてくれるの 
Ah chi mi dici mai」と第８曲「ああ、あの裏切り者
から逃れなさい Ah fuggi il traditor」の２曲に加えて、
ウィーンでエルヴィラ役を歌った歌手カヴァリエーリ
のために新たに書いたアリアであった。
　モーツァルトは《ドン・ジョヴァンニ》のウィーン
初演においてカヴァリエーリの要求により、大規模で
技巧的なエルヴィラのアリア「あの恩知らずの人は私
を裏切った Mi tradì quell’alma ingrata K.540c」を
書き加えた 11）。エルヴィラは、スペインの若い貴族ド

ン・ジョヴァンニに捨てられ、それでも彼を忘れるこ
とが出来ない女性である。このオペラの主人公ドン・
ジョヴァンニは、３人の女性との恋愛事件と関わりな
がら、最後は地獄に落とされる。最初の女性は貴族で
騎士長の娘ドンナ・アンナ、次は市民のドンナ・エル
ヴィラ、三人目は農民の娘ツェルリーナである。情が
深く強い女性エルヴィラは、ドン・ジョヴァンニに誘
惑されたアンナとツェルリーナの運命も背負い、ドン・
ジョヴァンニの敵対者となるが、心の底ではジョヴァ
ンニのことを愛している。このアリアでは、ドン・ジョ
ヴァンニがあまりにも不道徳、不品行である事を知っ
たエルヴィラが、彼を呪い、自分の愚かさ、哀れさを
思って苦しい心中を吐露する。そして彼を人でなしと
言いながらも心の隅で愛しているという矛盾した気持
ちを、心を動揺させつつ歌う。この複雑な感情を持つ
女性は、モーツァルトのオペラ《ドン・ジョヴァンニ》
の女性役のなかでも最も表現力および演技力のある歌
手に歌われるべきであると云われる 12）。
　アリア「あの恩知らずの人は私を裏切った Mi tradì 
quell’alma ingrata K.540c」は、A―つなぎ部分Ⅰ―
A―つなぎ部分Ⅱ―A―終結部で構成される。すなわ
ち、この構成はロンド形式（主題が同じ調で繰り返さ
れる間に異なる楽想が挿入される）で書かれており、
A は完全に同じ旋律を反復する。この反復する A の旋
律の冒頭部分が「ソルフェージュ３」の旋律と一致した。
つなぎ部分ⅠおよびⅡは、A の冒頭の旋律が変化記号
を伴い、コロラトゥーラの音形で変奏される。A部分を、
楽譜 4 に示す。

楽譜 4　エルヴィラのアリア
「あの恩知らずの人は私を裏切った Mi tradì quell’alma ingrata K.540c」7）の主題部 A（37-51 小節）
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　オペラ《ドン・ジョヴァンニ》のアリアの特色は、
レチタティーヴォ（叙唱）の要素が強く、旋律は内面
から迫りくる劇的な動力を生みだすと云われている 13）。
すなわち表現力の強い短い動機を変化多く使用するこ
と、同音を繰り返しながらリズムを変化させること、
そして跳躍的進行である。エルヴィラのアリアの冒頭
に書かれた短い旋律（楽譜 1）が動機となってアリア
全体に変化多く反復される点においては、「ソルフェー
ジュ３」の旋律の一部が、アリアの旋律を特徴付けて
いると考えられる。
　ソルフェージュが作曲された時期は、アーベルト 14）

によると 1781-1785 年の間と推定されている。すなわ
ち、《ソルフェージュ》の後にエルヴィラのアリアが
作曲されており、モーツァルトが「ソルフェージュ３」
の旋律をエルヴィラのアリアに意図的に用いたのか、
偶然この旋律が頭の中に浮かび上がってきたのかは、
検索を行った手元の文献には記述を見出すことができ
なかった。モーツァルトは、当時流行した自作でない
オペラの旋律を自作のアリアに借用し、これに手を加
えてモーツァルト特有な旋律にしてしまうほど、旋律
を自由自在に扱っていた 15）。《ソルフェージュ》と《ド
ン・ジョヴァンニ》の作曲年が近いことから、モーツァ
ルトの中に「ソルフェージュ３」の旋律はあったと思
われる。この旋律がエルヴィラの高潔で気丈さ、また
彼女の傷ついた心を表現するのに短く強い動機となっ
て用いられたと思われる。また、エルヴィラを歌った
カヴァリエーリは優れた歌唱技術をもっており、《後
宮からの逃走 K.384》（1782）のコンスタンツェの役は
彼女の技量に合わせて書かれ、そのアリアの長大なコ
ロラトゥーラが「ソルフェージュ１」を歌う技術と類
似することは前論文に記した６）。彼女はスワロフスキー
が序文に揚げた登場人物コンスタンツェ（《後宮からの
逃走 K.384》）、コンテッサ（《フィガロの結婚 K.492》）、
エルヴィラ（《ドン・ジョヴァンニ K.527》）を歌唱し
ており、これらの役の歌唱技術を習得するのに有用で
あるとされる《ソルフェージュ》には、彼女の影響も
少なからずあったと推察される。

６．おわりに

　本稿において、オペラ《ドン・ジョヴァンニ》の作
曲および上演場所について、モーツァルトが特定の歌
手により台本や曲を書き換えた経緯について記し、と
くに、ウィーンでエルヴィラ役の歌手カヴァリエーリ

が歌ったアリア「あの恩知らずの人は私を裏切った 
Mi tradì quell’alma ingrata K.540c」の主題となる
旋律に《ソルフェージュ》の「ソルフェージュ３」の
旋律が用いられていたことを報告した。
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Mozart’s“Solfeggien für eine Singstimme K. 393”and 
Donna Elvira’s Aria in his Opera, “Don Giovanni K.527”, 

≪ Mi tradì quell’alma ingrata K. 540c ≫

Megumi Kanaya＊

＜Abstract＞

     The author completed the reading, singing, and recording of “Solfeggien für eine Singstimme K.393 
(385b)” by Mozart (Wolfgang Amadeus Mozart, 1756-1791), including all five pieces of the “Solfeggien” 
(Solfeggio 1, -2, -3, Fragment and Esercizio per il canto).  The author also read the vocal score of 
Donna Elvira’s Aria in “Don Giovanni, K527” and listened attentively to a CD which recorded the 
performance of the opera.
     Following that, the author examined the relationship between the melodies of the “Solfeggien” 
and the aria, or how the melody of the former exists in Elvira’s Aria. 
     A common melody was found to exist in Elvira’s Aria, “Mi tradì quell’alma ingrata K. 540c” and 
“Solfeggio 3”.  This aria was one newly added by Mozart for the singer Caterina Cavalieri (1755-1801) 
at the first performance of the opera “Il dissoluto punito, ossia Il Don Giovanni K.527” in Vienna.
     This melody coincided with the one in “Solfeggio 3” and proved to be repeated as the motive in 
the aria and to exist in several other places as variated melodies.

Keywords: Solfeggien, aria, Donna Elvira, Mozart
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